
NPO法 人 富 士市のごみを考える会

平成 19年 度第 4回 定期総会

遂

日時 平成 19年 5月 1

場所 フ ィランセ

2日 (上)9時 半～

4階 大ホール
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平成 19年 度 NPO法 人富士市のごみを考える会 総会次第

日時  平 成 19年 5月 12日 (上)9時 半時より

会場  富 士市社会福社会館 ファランセ ・4階 大ホール

1.開 会

2.理 事長挨拶

3.来 賓視辞 ・祝電披露

4.議 長選出

5.書 記 ・議事録署名人選任

6。議事

① 第 1号議案 平成18年度活動報告について

② 第 2号議案 平成18年 度決算報告及び監査報告について

③ 第 3号議案 平成19年 度事業計画 (案)について

④ 第 4号議案 平成19年 度予算 (案)について

⑤ 第 5号議案 平成19年 度役員選任密めについて

7.閉 会

*ネ*ネ***ネ*ネ*ホ辛ホネ*******クト荒虫キキ**ホキ*ネ章キ********ホ*キ**や*本

10時半～

もぅにいないき理念

1ジ ャズ ・ボサノバ

2富 士市の新しいごみ分別なんでも質問コーナー

3ポ ップミュージック、他

4生 ごみ資源化、リユース食器の使い方、なんでも質問

5ふ るさと、千の風になつて、みんなで歌おう
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第1号饉桑

平成18年度事業報告についてく平成18年4月 1日～平成19年3月31日)

I.活 動絡括
平成18年度は、新しく試みまして好評をいただきました「もつたいない音楽会」を2回開催いたしまし,屯 リユース食

器貸し出し事業は軌道に乗り始め事業収入として活動が成り立つようになりまし亀 福祉まつりにおいては、静岡県
STO醍 暖化キャンペーンで、準グ秀づりの名誉に輝きまし,こ富士常薬大学の学生も参加しまし,亀静岡県知事にも
お会いし、会の活動もだんだんと認められるようになって来まし,ヒ環境教育におきましては、静岡県と県教育委員会発
行の「静岡県環境学習おすすめ !プログラム」に掲載され、新たな発展が望まれます。

I,活 動内容

①ごみの排出抑制・適正処理に関する先進団体の見学、学習

10月 18日

3月 13日

くもつたし

5月 13日

第3回総会。来賓:静大助教授水谷洋一先生、フジスマートプ
ラン進行管理の会代表、富士市消費連代表、

総会後、もつたいない音楽会開催
朝日ニュースにて放映

沼津市立片浜小学校4年生、総 沼津市生活環境
部ごみ対策推進課課長、静岡 当

者、沼津地球温暖化防止推進地域協議会3名参視

11月9日

12月 12日

6月11日
青葉台地区女性の会において当会講師群演会青葉台公民館
「宮士市のごみを考える会の活動とごみ問題」について

6月 13日
「静岡県環境再生医の会」(母体は、自然復元協会)の研究会
で、当会の活動報告。

フジスマートプラン21進行管理市民の会主催で「フジスマート
プラン21に赤信号」講演会開催(講師:当会時田理事)

宮士常葉大学帆足養右教授の講演会「ご
か」を、富士市市民謀、富士市消費連主催(当会担当)

富士ニュース、岳南朝日
新聞掲載

静岡県STOP温 暖化 !キャンペーンで、準グランプリ受賞
NH陶 Ⅳニュース3回放映、

社会福祉協議会に「STOP温 暖化キャンペーン」準グラせんつ受
賞を報告

富士市長に「STOP温 暖化キャンペーン」準グラこ 静岡新聞、岳南朝日新聞
に掲載

11月12日

静岡県バイオマスネットワークシンポジウムに参加 許岡県と環境再生医協会
主催

小山町で、「富士山中心ぐるり街道」の市町村と国土交通省と
静岡県山梨県主催第2回会合に参加
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日 時 活動内容
貸出

合器数
会員 参加者 効果・評価

4月 16日 ひかりの丘まつり 1,122 4 500 富士ニュース、岳朝掲哉

4月 23日 広見地区サッカー大会 500

6月4日 口殿場エコハウス 300

7月 16日 田子浦HL区みなと祭り 240

7月 23日 ふじまつり 600 9 10.000 写]

7ガ]30日 丘地区囲電祭り 300

8月 5日 予葉台地区夏祭り 506 5 3.000 斥聞記事

8月5日 新浜夏 終り 300 1 1,000

8月 19日 富士市役所職員祭 515 1 3,000

9月 2・3日 争岡県下田市観光協会ビッグシャワー 300 1 1,000

10月15日 富士市市民福祉まつり、STOP温 暖化活動に登録 1,590 3( 30,00( SBSWニ ュースで放映

10月 19日 消費連 60

10月 22日 田子浦】区文化祭 300

11月4日 広見地区文化 500 3 2,000

11月 12日 富士市消防祭 (鷹岡消防団) 150 2 1.000

11月 18日 富士子ども劇場秋祭り 100 1 100

11月 19日 青葉台地区文化祭 1.434 2 3.000

1月 13日 広見地区マラノン大会 450 3 1.000

2月 18日 天問地区梅祭り 1,250

3月11日 田子浦みなとマラノン大会 900 3 1,000
静岡第1テレビ「エコ生活
の楽め」で放映

3月 31日 富士市広見地区さくら祭り 1,480 4 10,000 新聞掲載、公民館広報

計   21回 合討 12,897

< ロジェクト等 へ の参 加 >

5月 30日 富士市廃乗物減量化等審議会(第1回 目) 3 35 富士市民全f :に

7月 25日 富士市廃棄物減量化等審議会(第2回 目) 3 35

5月20日 富士市廃棄物減量化等審議会(第3回 目) 3 35

10月 10日 発生抑制対策循環資源再資源化促進検討部会(第1回 目) 2 15

10月24日 有料化イメージ部会(第1回目) 1

12月 12日 発生抑制対策循環資源再資源化促進検討部会(第2回 目) 2 15

12月 19日 有料化イメージ部会(第2回 目) 1

2月 15日 廃棄物等減量審議会最終委員会(最終回) 3 35 富士市の廃菜物行政

10月 17日
浄化槽について、富士常葉大学にて、松田先生,環境省の廃
菜物リサイクル室と当会のミーティング

5 10

10月 26日 環境省廃薬物リサイクル室浄化槽中央審議会に出席 1 50 日本全体、環境省 HP

2月 27日 環境省単独浄化槽の使用状況等調査検討会理事長出席 1 15

3月20日
環境省単独浄化槽の使用状況等調査検討会理事長出席(第2

回)
1 15

③ごみの排出抑制・適正処理に関する実践活動
<食器デポジット、ごみ分別指導>

静岡県地球温暖化防止活動推進センター、生活協同組合コープしずおか、富士市消費者運動連絡会、フジスマートプラン
21進行管理市民の会、宮士山ネットワーク、チームマイナス6%、我が家の環境大臣、静岡県バイオマスネットワーク、コミュ
ニティーシンクタンク、元気なごみ仲間の会、生ごみネットワーク他

1月31日

富士常業大学の松田美夜子教授が退任されたことを受け、松
田先生保有の廃業物関連資料譲り受け

クル法ヒヤリン2月 14日

SBSTVニ ュースで放映新
聞2紙 に記事掲載

静岡県主催富士山麓ごみゼロ大作戦、参加

10月26日
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第2号議案

平成18年 度収支計算書報告
平成18年 4月 1日から 平成19年 3月 31日まで

3.補 助金 ・助成金収入
宮士市、男女共同参画きらり交流、

コープしずおか
4.寄 付金収入

当年度収入合計 (A)

232,451

791,451

I支 出の

1.事 業費

① 排出抑制、適正処理に関する

先進団体等見学
環境資源ギャラリー、

② ジト出抑制、適正処理に関する もつたいない音楽会 I、 I
_み rgt玉ノ エ ノ~、 ハ 本 ノレ1′F

<事 業費合計>

2.管 理費

フィランセ印用J費

房具代 。用紙代他

ボランティア保険料会

11,21416,214

・事務、無住ポランティアのため

<管 理費合計>

当年度支出合計 (C)

当年度収支差額 (A)― (C)

て/418.7791

791,451

食器貸し出し料、パンフ ・パネル

講師料、審議、STOP温暖化、

リユース食器貸し出し事業、

畑関係、環境教育事
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特定非営利活動法人 富 士市のごみを考える会
平成18年度財産目録

現金    手 元有高
普通預金
静岡銀行広見支店 NO:0400007

富士宮信用金庫本店 NO:1140904

什器備 品
自動食器洗い機 1式

固定資産合計

固定負債合計

固定資産品目

399.945 X    O.9       X   O.166    =

～5・



特定非営利活動法人 富士市のごみを考える会
貸借対照表

現金    手 元有高
普通預金

流動資産合計

什器備品
固定資産合計

固定負債合計
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平成 18年 度収支決算を報告します

入 ん

幻 打

ル乃Э,

海R万ハ勢

平成 18年度決算監査にあたり 調 査の結果

正確かつ適正であることを報告します

平成 19年 4月 4日   監 事
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第3号議案

平成 19年 度事業計画 (桑)に ついて

(平成 19年 4月 1日 ～平成 20年 3月 31日 )

I.活 動方針

持続可能な資源循環型社会の形成を目指して、もつと広く市民に3R(リ デュース ・リユース・リサ

イクル)を 普及啓発するため、今年度は、静岡県発行環境学習プログラムにも掲載されたように環境

教育にも力を入れていく。 リユース食器のさらなる普及を目指し、システムの改善を図つていく。当

会紹介パンフレットを作成し会員拡大にも力を注ぐ。

II.活 動内容

① ごみの排出抑制・道正処理に関する先進団体の見学、学習
<先 進地域への見学 ・学習会、他団体との交流>

適時実施 候補地 :栃木県高根沢町 他

② ごみの排出抑制。道正処理に関する普及啓窮活動

年 2回 実施 もつたいない音楽会、講演会、シンポジウム

依頼時実施 学校環境教育事業

〃 ごみ分別指導

適時実施 ごみを考える会通信毎月発行、広報のための会報随時作成。発行

*市 の事業への参画 ・協力

依頼時実施 生ごみヨーディネーター事業 「生ごみ資源化講座」「親と子のごみ激量障座」
〃 フジスマー トネット編集に関与

″ 市のごみ減量フェアー、消費連生活展参加

〃 ごみ減量キャンペーン参加 ・協力

〃 「ごみの出前講座」実施

③ごみの排出抑制・道正処理に関する実践活動

随 時 各種審議会への参画、・スマー トプラン21推 進のための援助、協力

年数回会主催 イベントにおけるジユース食器利用デモンス トレーション実施

適時実施 リユース食器及び自動織機洗い機の貸 し出し

〃 お年帝り家庭の資源化された生ごみを毎週回収し、土に返し、堆肥化する。
〃 生ごみを活かし、安心安全な野菜をつくろうプロジェク ト

〃 単独浄化相使用の会員と環境省浄化槽ネットワークに参加

く会として他団体への参加 >

富士市消費者運動運緒会に理事派遣 :縣、小野

富士市男女共同参画センター利用団体委員会 :小野

フジスマー トプラン進行管理市民の会 :時回、宮野、縣、赤松、日中

<他 団体との協力>

コミュニティーシンクタンク、元気なごみ仲間の会、生ごみリサイクル協会、宮

士山ネットワーク、有機農産物普及 ・堆肥化促進協会、自然復元協会、地球温暖

化防止推進センター、生ごみヨーディネーター連絡会、マイナスチーム6%

我が家の環境大臣、静岡県バイオマスネットワーク
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第4号議案

平成19年度予算書 (案)
平成19年 4月 1日 から 平成 20年 3月 31日まで

② 排出抑制、適正処理に関する

③ J停出抑制、適正処理に関する

④器具備品費 寄リジユース品

各科目間の流用を臣める。

―
々
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平成 19度 役員 (案)

役員任期は、定款 16条 により、1年 とする。

役員報酬は、今年度は全員なしとする。

(あいうえお順 敬称略)

役 職 名 氏   名 住所または居所

理事 縣 昌 司 富士市水戸島343-1サニウヽイツ302号 室

理事 石)11 美枝 富士市今泉 8-6-10

理 事 梅原 万 奈 富士市大渕 102-64

理事 小野 由 美子 富士市大渕 27-6

理事 岸本 美 和子 富士市今泉 3689-18

理事 竹内 敏 夫 富士市石坂 381-11

理事 田中 宮 子 富士市今宮 620-27

理事 時田 祐 佐 富士市中丸 794

理事 宮野 征 男 富士市厚原 2281-4

監事 大石 光 男 富士市本市場 442-9

監事 岡村 義 久 富士市厚原 1903-2
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ど   の 十-7-月 伊 Jつ の帰 ゴいに
群冨靭 雇罫発蕩登携翼発あ響

○テーマ

○学習内容

①教科等との関連

○学習対象

○場 所

○学習時数

○準備物

廃棄物

家庭からの廃棄物

廃棄物の処理 (社会)

小学校中学年

体育館、教室など

3時 間

プロジェクター

学習の目標

プログラム
の概要

◎環境をよくするために行われている様々な取組に関心をもつ。 (関心)

◎ごみを減量することの大切 さや 3R(リ デュース ・リユース ・リサイクル)に

ついて理解する。 (思考 ・理解)

◎地球を守るために自分ができることを生活の中で実践する。 (参加 ・行動)

①全 体 ・・・・ 紙 芝居「富士山とごみと私」など。ごみゼロ博士おもしろクイズ(25分)

②グループ ・・・ ベ ットポトルリサイクル (20分)

生ごみリサイクル (20分)

ごみ分別ゲーム (22個のアイテムカードを4セ ット用意)(20分 )

ごみ減工大作戦 (20分)

③全体 ・・・・ ク ールダウンタイム (気づいたことをノートに整理)、気づいたこと

の発表 ・質問 ・まとめ (30分)

Ｆ
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おすすめ ! プログラム

附 逆:肩計」 (プロジェクターで、スクリーンに投影します。)
「富士山とごみと私」 「沈黙の富士山」 「リデユース・リユース・

リサイクル」の3作品があります。ごみ減量の必要性、地球温暖化t
「リデュース・リユース・リサイクル」を具体的に学習します。

「こみゼロ博士おもしろクイズ」
クイズを通して、ごみ問題について学習します。

「ベットボトルリサイクル」
クリーンジャパンセンターの教材を使いながら、ベットボ トルのリ

サイクル方法について学習します。

「生ごみリサイクル」
生ごみは微生物の働きによって植物を育てる栄養になること (食物

連鎖)を 学習します。

「ごみ分別ゲーム」
学校のある市 (町)の 分別方法に沿って、ごみのアイテムカードを

分別ポックスに入れるゲームです。

「ごみ減畳大作戦」
家庭生活の様々な場面を描いた絵を見ながら、地球環境を守るため

にどのような生活をすればよいかを考えます。

鱗軍ヽ 押 蕃軍!響曙ギ ヽ十
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発行:富士市大淵27-6 TLギ ax 8545-35-2439e―m酎‖:持onoOckttG.ne』p
NPO法 人富士市のごみを考える会 理事長小野由美子


